
第１７回ＩＡＥＡ主催核融合エネルギー会議について 
 

平成１０年１月２２日 
科学技術庁核融合開発室 

 
１．経緯 
核融合エネルギー会議は、核融合研究に関する成果報告及び情報交換を行うことを目的と
して、ＩＡＥＡの主催により、１９６１年から原則として２年毎に開催されている。 今次
（第１７回）会議については、我が国がホスト国＊(日本原子力研究所がホスト実施機関と
して会議運営を支援）として下記の要領で開催することが決まっている。 
 
   開催期間  本年１０月１９日（月）～２４日（土） 
   開催場所  横浜国際平和会議場「パシフィコ横浜」 
   規  模  参加者数６００～８００人 
   ※過去、我が国においては、１９７４年に東京、１９８６年に京都で開催している。 
 
２．国内論文選考委員会の設置について 
(1) 設置の趣旨 

標記会議における成果報告の対象論文について、ＩＡＥＡからの募集通知を受け、我が
国として応募論文を取りまとめる必要があるが、毎回比較的多数の国内応募があること
から、今回もＩＡＥＡに送付する論文を事前に適切なものとするため、国内において論
文選考を行う。 また、あわせてＩＡＥＡで行う論文選考のための審査委員を、我が国
から最大５名の範囲で専門家を推薦する予定。 
 

(2) 国内論文選考委員 
核融合分野の専門家１５名（別紙参考） 
 

３．その他 
(1) ＩＡＥＡからの論文募集要項等（別添資料参考） 
(2) 今後のスケジュールとしては、４月下旬までに国内論文選考委員会において、ＩＡＥＡ

へ応募する論文を選考する予定。 
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